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本
宮
事
務
局
長
は
、
三
段
峡 

の
素
晴
ら
し
さ
と
そ
の
環
境
を 

                  
 

       

         

 

 

次
世
代
へ
残
す
保
全
の
重
要
性

を
説
明
し
、「
今
、
私
達
に
で
き

る
の
は
、
子
供
達
が
体
験
を
通

し
て
、
楽
し
く
自
然
環
境
を
学

ん
で
も
ら
う
取
り
組
み
だ
」
と

強
調
し
た
。
企
業
や
団
体
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い

る
活
動
状
況
を
報
告
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
企
業

連
携
の
展
開
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。 

 

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン 

の
南
雲
裕
司
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

     

現
在
の
安
芸
太
田
町
と
北
広

島
町
に
あ
た
る
山
県
郡
内
を
巡 

っ
て
い
た
熊 

南
峰
は
一
九 

一
七
年
、
三 

段
峡
へ
初
め 

て
足
を
踏
み 

入
れ
た
。
写 

真
は
翌
年
五 

  
 

      

     

は
社
有
林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
の 

歴
史
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
、 

「
森
の
価
値
を
発
信
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
原
竜
也
芸
北
高
原

の
自
然
館
職
員
は
「
北
広
島
町 

     
十
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両

日
、
北
広
島
町
で
開
催
さ
れ
る

第
十
九
回
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
会
広
島
大
会
の
実
行

委
員
会
が
一
月
二
十
五
日
、
研

究
者
や
保
護
活
動
団
体
の
十
一

人
が
出
席
し
て
、
同
町
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。 

 

講
演
や
地
元
の
子
供
達
の
発

表
、
各
地
か
ら
の
報
告
、
生
息 

    

月
に
完
成
し
た
山
県
郡
写
真
帳

へ
掲
載
し
た
三
段
滝
で
あ
る
。 

 

南
峰
が
二
六
年
に
制
作
し
た

二
度
目
の
郡
写
真
帳
に
は
峡
内

の
景
観
三
十
三
カ
所
を
掲
載
し

て
い
る
が
、
こ
の
と
き
は
三
段

滝
と
三
ツ
滝
だ
け
だ
っ
た
。 

撮
影
日
は
初
入
峡
か
ら
半
年

経
っ
た
十
月
八
日
で
あ
る
。
偶 

       

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
タ
ウ
ン
実
現

の
根
底
に
は
生
物
多
様
性
が
あ

る
」
と
話
し
た
。 

 

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境

事
務
所
の
秀
田
智
彦
生
物
多
様

性
保
全
企
画
官
は
、
海
外
で
の

生
物
多
様
性
と
企
業
活
動
の
動

き
を
紹
介
し
た
。
情
報
交
換
会

は
同
省
中
国
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
の
主
催
。 

 
 

   

地
や
保
護
増
殖
施
設
の
見
学
を

予
定
。
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
も
あ

り
、
三
百
人
の
参
加
を
見
込
ん

で
い
る
。
さ
ん
け
ん
は
保
護
団

体
と
し
て
参
画
す
る
。 

 

同
会
は
二
〇
〇
四
年
に
設
立

さ
れ
毎
年
、
生
息
地
で
大
会
を

開
催
し
て
い
る
。
第
一
回
は
安

佐
動
物
公
園
で
開
き
、
二
十
年

ぶ
り
の
広
島
開
催
に
な
る
。
実 

    

然
に
も
八
年
後
の
同
じ
日
に
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
三
段
峡

の
大
切
な
日
に
な
っ
て
い
る
。 

 

写
真
を
よ
く
見
る
と
左
上
の

岩
頭
に
人
が
立
っ
て
い
る
。
南

峰
を
案
内
し
た
餅
ノ
木
に
住
む

桝
見
府
市
で
、
滝
の
迫
力
を
見

せ
る
演
出
で
あ
る
。 

南
峰
は
自
身
の
記
録
を
ほ
と

ー 

     

    

冬
の
さ
ん
け
ん
自
然
塾
が
一

月
二
十
一
日
、
親
子
十
九
人
が

集
ま
っ
て
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
か

れ
た
。
テ
ー
マ
は
野
鳥
観
察
。

柴
木
川
ダ
ム
一
帯
で
オ
シ
ド
リ

や
カ
モ
類
な
ど
の
説
明
を
聞
い

た
後
、
虫
メ
ガ
ネ
を
利
用
し
て 

 

行
委
員
長
に
元
安
佐
動
物
公
園

副
園
長
の
桑
原
一
司
さ
ん
が
就

任
し
た
。 

 

■
安
佐
動
物
公
園
を
視
察 

 

さ
ん
け
ん
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
調
査
隊
の
和
崎
伸
さ
ん
ら

七
人
が
一
月
十
四
日
、
安
佐
動

物
公
園
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
施
設
を
視
察
し
、
田
口
勇
輝

飼
育
員
の
説
明
を
聞
い
た
。
同

施
設
は
非
公
開
。
幼
生
か
ら
五

十
歳
超
ま
で
の
飼
育
と
繁
殖
、

交
雑
種
を
保
護
し
て
い
る
。 

 

ん
ど
書
い
て
い
な
い
が
、
こ
の

日
の
経
緯
を
記
し
た
府
市
の
文

が
残
っ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
。 

詳
し
く
は
書
籍
「
源
流
」
と

漫
画
「
峡
友
」
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
さ
ん
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
収
録
し
て
い
る
「
さ
ん

け
ん
新
聞
」
の
二
〇
一
八
年
二

月
号
と
二
〇
年
八
月
号
の
連
載

企
画
「
南
峰
と
歩
く
」
も
参
照

さ
れ
た
い
。 

 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

手
作
り
望
遠
鏡
に
挑
戦
し
た
。 

講
師
を
務
め
た
安
芸
太
田
中

学
三
年
生
の
本
宮
花
奈
さ
ん
ら

は
、
鳥
の
観
察
だ
け
で
な
く
、
道

具
な
ど
に
も
着
目
し
て
、
屋
内 

     

来
年
度
以
降
、
ス
ノ
ー
ハ
イ

ク
の
事
業
化
を
企
画
し
て
い
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
部
門
の

「
ド
ロ
ッ
プ
ス
」
は
一
月
二
十

五
日
、
小
林
久
哉
副
理
事
長
と

井
上
嵩
浩
隊
員
が
ツ
ア
ー
化
に

向
け
て
深
入
山
麓
で
、
ス
ノ
ー

ハ
イ
ク
を
し
た
。
安
芸
太
田
町

の
新
た
な
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
と
し
て
、
定
着
を
目
指
す
。 

             

で
で
き
る
冬
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
成
し
た
。
協
力
し
た
広
大
さ

ん
け
ん
部
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

企
画
に
感
心
し
て
い
た
。 

今
年
度
開
催
し
た
四
回
の
自

然
塾
に
は
、
保
護
者
ら
を
含
め

一
〇
五
人
が
参
加
し
た
。 

 

  

 

  

外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン

の
作
成
と
販
売
に
つ
い
て
一
月

二
十
四
日
、
本
宮
炎
理
事
長
や

井
上
嵩
浩
隊
員
ら
が
ホ
テ
ル
リ

ッ
チ
（
安
佐
北
区
）
で
協
議
し

た
。
井
上
さ
ん
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
ツ
ア
ー
の
造

成
、
販
売
に
取
り
組
む
。
五
月
連

休
に
カ
ッ
プ
ル
向
け
プ
ラ
ン
の

販
売
を
計
画
し
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

の
暮
ら
し
へ
与
え
る
影
響
が
気

に
な
る
。
過
ご
し
や
す
い
冬
と
も

言
え
る
が
、
雪
崩
や
落
石
で
人
を

寄
せ
付
け
な
い
厳
し
い
三
段
峡

の
冬
、
雪
景
色
も
財
産
で
あ
る
。 

  

ヤマセミの復活目指す             
佐藤 亜紗さん 

   

名古屋市出身、山間部に住み

たくて３年前、安芸太田町へ移

住した。2022年の「特別保護地

区シンポジウム」に参加して、さ 

んけんに出会った。10 年前、ジョウビタキの可

愛さに魅了され、野鳥好きになった。 

仕事前には近所で、休日は芸北へ出かけて観

察している。昨年発足した「さんけんヤマセミ

部」の部長に就任。減少が心配されているヤマセ

ミの復活を目指し、人工巣穴作りを手伝ったり、

ネットで他地域の情報を集めたりした。今年は

保全・普及活動を計画している。「観察から調査

に変わった。夢は市民研究者」と話す。 （宏） 

 

この人 
人 

▼
暖
冬 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

こ
こ
数
年
は
暖
か
い
冬
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
き
た
。
一
月
後

半
に
ま
と
ま
っ
て
降
っ
た
雪
も
、 

 

一口メモ 

根
雪
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
昨

年
か
ら
の
渇
水
状
態
は
回
復
傾

向
に
あ
る
が
、
春
の
雪
解
け
の

増
水
に
は
つ
な
が
り
そ
う
に
も

な
い
。
暖
冬
が
動
植
物
や
人
々

―
 

      

分
け
入
った
先 

大
迫
力
の
三
段
滝
出
現 

（１５） 

企
業
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
・行
政
が
つ
な
が
る
情
報
交
換
会 

本
宮
事
務
局
長 
企
業
・団
体
と
の
連
携
報
告 

 

生
物
多
様
性
保
全
と
暮
ら
し
と
地
域
経
済
の
循
環
を
考
え

る
「
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
つ
な
が
る
情
報
交
換
会
」
が
一

月
十
八
日
、
二
十
四
人
が
参
加
し
て
広
島
市
内
で
開
か
れ
た
。

本
宮
宏
美
事
務
局
長
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
出
席
し
、
さ

ん
け
ん
の
活
動
や
企
業
・
団
体
と
の
連
携
を
報
告
し
た
。 

    

野
鳥
観
察
＆

手
作
り
望
遠
鏡 

自
然
塾
「冬
編
」 

屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画 

 

ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
事
業
化 

深
入
山
麓
で
テ
ス
ト 

 

「日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
」広
島
大
会 

さ
ん
け
ん 

十
月
開
催
、
保
護
団
体
で
参
画 

 
 
 
 
 

 

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
と
協
議

外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン 

 

（人物部分を拡大） 

さんけんの活動を報告する
本宮宏美事務局長 


